
 
 
 

 
2025年４月 25日 

各 位 

会 社 名 ｎｍｓ ホールディングス株式会社 

代表者名 代表取締役社長 河野 寿子 

（コード：2162 東証スタンダード） 

問合せ先 執行役員 経理部長 川村 岳生 

（TEL：03-5333-1711（代表）） 

 

 

公認会計士等の異動に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年４月 25 日開催の監査等委員会において、金融商品取引法第 193 条の２第１項及

び第２項の監査証明を行う公認会計士等の異動を行うことについて決議し、同日開催の取締役会に

おいて、当該議案を 2025 年６月 27 日開催予定の第 40 期定時株主総会に付議することを決議しま

したので、お知らせいたします。 

記 

１．異動年月日 

2025 年６月 27日（第 40期定時株主総会開催予定日） 

 

２．就退任する公認会計士等の概要 

（１） 就任する公認会計士等の概要 

① 名称 Forvis Mazars Japan有限責任監査法人 

② 所在地 
東京都港区赤坂 1-11-44 

赤坂インターシティ５階 

③ 業務執行社員の氏名 
大矢 昇太 

内田 雅士 

④ 日本公認会計士協会の上場会社監査

事務所登録制度における登録状況 
登録されております。 

 

（２） 退任する公認会計士等の概要 

① 名称 有限責任 あずさ監査法人 

② 所在地 東京都新宿区津久戸町 1番 2号 

③ 業務執行社員の氏名 
開内 啓行 

大谷 文隆 

 

３．上記２．（１）に記載する者を公認会計士等の候補者とした理由 

  当社は、日本だけでなく、中国、ＡＳＥＡＮ、米国、メキシコで事業展開しており、今後欧州

にもその市場を拡げていくことを視野に置いています。その中で、当社事業規模に適した形で海

外各地域・国におけるグローバル監査体制を整えることを念頭に複数の監査法人を候補に検討を

行った結果、Forvis Mazars Japan 有限責任監査法人がいずれの面でも適任であると判断しまし

た。今後、海外市場での事業規模拡大を図る中、同監査法人を起用することで、海外ネットワー

クの強化及び品質管理体制強化が期待できるものと考えております。 

 



 

４． 退任する公認会計士等の就任年月日 

2007 年 10月 25日 

 

５． 退任する公認会計士等の直近３年間に作成した監査報告書等における意見等 

該当事項はありません。 

 

６． 異動の決定又は異動に至った理由及び経緯 

2024 年８月、現会計監査人が監査手続を進める中で、当社監査等委員会に対し、当社前代表

取締役社長（以下、前社長といいます。）の経費使用に関する社内調査を行うよう要請がありま

した。これを受け、監査等委員会による社内調査を経て、弁護士を含む特別調査委員会を設置

し、前社長による経費使用に関する調査を行いました。その内容につきましては、2024年 12月

16 日付「特別調査委員会の調査報告書公表に関するお知らせ」をご参照ください。 

その後、特別調査委員会の提言を踏まえた再発防止策を進める中、当社取締役会が上記調査結

果を踏まえ、前社長に辞任勧告を行っているにもかかわらず、前社長がこれに応じないなど、当

社と当社の株主でもある前社長の間で緊張関係が生じました。 

 

これらを背景として、現会計監査人からの今後の監査契約の継続に関する申し出があり、現会

計監査人と協議を行ってまいりましたが、最終的に、現会計監査人から、2025 年６月 27 日開催

予定の第 40 期定時株主総会終結時に任期満了となることをもって会計監査人を退任したい旨の

通知を、本日受領するに至りました。 

 

当社としても、この協議の経過を踏まえ、当社の特長や事業規模に適した監査法人の起用を行

うべく、複数の監査法人と監査契約の検討を行ってまいりましたが、当社のグローバル展開に対

応し得ると判断した Forvis Mazars Japan有限責任監査法人を、新たな会計監査人として選任す

ることとしたものです。 

 

 

７．６．の理由及び経緯に対する意見 
（１）退任する会計監査人の意見 

特段の意見はない旨の回答を得ております。 
 

（２）監査等委員会の意見 
妥当であると判断しております。 

 

以 上 


